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　第95巻 2号は「平成」最後の「千葉医学」雑誌
です。新しい元号は何となっていますでしょう
か ?平成31年（2019年） 3月末をもって，千葉大
学大学院医学研究院を耳鼻咽喉科・頭頚部腫瘍学
の岡本美孝教授，救急集中治療医学の織田成人教
授，公衆衛生学の羽田明教授，小児外科学の吉田
英生教授の 4名の先生がご退官されます。先生方
のこれまでの千葉医学に対する多大なご貢献に心
より御礼申し上げます。今後とも大所高所からご
指導ご鞭撻いただきますように，どうぞよろしく
お願い申し上げます。
　本号では，症例報告 1編，学会報告として臓器
制御外科例会，脳神経内科例会の 2報，CMJの
Original Articleが 4編が掲載されています。
　症例報告は，千葉労災病院小児科の加藤大吾先
生らの10か月男児の小児気管支異物の症例報告で
す。父親のスマートフォンをくわえていて，両親
が気づかないうちに，そのプラスチック製ケース
の破片（10㎜× 1㎜程度）が異物として吸引さ
れてしまったようです。気道閉塞を生じる異物の
誤嚥による乳幼児および小児の死亡が年間20名前
後報告されている一方で，本症例では，「気管支
鏡で一旦異物の片側を押し込むことで僅かな隙間
ができ，換気可能」となったという，先生方の適
切な診療で救命しえたという貴重な報告となって
います。
　第1385回千葉医学会例会・臓器制御外科学教室
談話会では，41題の演題が報告され，各医療機関
での治療戦略が 2報，各医療機関での手術の現
状，症例の検討が 8報，そして， 1例報告が23報
などから構成され，千葉県，東京都，埼玉県，神
奈川県，栃木県，長野県と広い地域の同門の先生
方の活発な例会の様子が伝わってきます。
　第1389回千葉医学会例会・第36回脳神経内科教
室例会では，24題の演題， 3題の大学院修了報
告，平山惠造名誉教授の特別講演「平山病60年の
軌跡」があげられております。1959年に，平山先
生が「若年性一側上肢筋委縮症」と仮称し，発表
され，Hirayama diseaseとして知られるという
まさしく千葉医学のレジェンドのご講演であった
ことと拝察します。
　CMJには，東京都立小児総合医療センター集
中治療科の部門長の清水直樹先生らのArticleの
1報目は，小児集中治療室（PICU）のベッドサ
イドでの人口知能（AI）ロボットへの医療者の
親和性に関する論文であり，ログインが顔や声で
認識されて，ベッドサイドでモニターされている
生物学的な情報で異常値を示すアラームをAIロ
ボットが声で知らせるシステムは，25人の医療者
の76％が治療の安全性の改善に役割を果たしうる
と考えたという結果であったとのことです。清水
直樹先生らの 2報目は，小児科集中治療のコン
サルテーションにおけるeICUシステムの有用性
に関する論文であり，東京都立小児総合医療セ
ンターと東京都保健医療公社 多摩北部医療セン
ターの間をビデオカンファレンスの遠隔医療でつ
ないだeICUシステムは， 2年間で15症例（22イ
ベント）に用いられ，うち 7例が病院間の移送が
必要で， 4例は緊急搬送との結果とのことです。
両論文とも，非常に現代的かつ最先端の情報テク
ノロジーをPICUに活用した研究になっておりま
す。
　なお，清水直樹先生は，本学平成 2年卒で（私
清水栄司と同期です），この 4月 1日付けで，聖
マリアンナ医科大学小児科の教授としてご着任予
定と聞いております。誠におめでとうございま
す。
　Articleの 3報目は，千葉大整形外科学の三浦
道明先生らの千葉大整形外科学教室における関
節リウマチ（RA）の治療の現状に関する論文で
す。RAの195人の患者を調べ，メトトレキサー
トが約76％，生物学的製剤が30％であり，30％が
整形外科的手術を受け，16％は複数回の手術を受
けていたとのことで，全人工膝関節置換術が22％
との報告です。RA治療が20年間で劇的に変わっ
たとのことで，今後の更なる発展を期待しており
ます。Articleの 4報目は，千葉大先端応用外科
学の花岡俊晴先生らの食道がんのリンパ節転移の
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医学会学術大会，2019年 6月17日（月曜日）の第
96回千葉医学会総会についてのお知らせも掲載さ
せていただいておりますので，多くの先生方にご
参加いただけますように，どうぞよろしくお願い
申し上げます。
 （編集委員　清水栄司）
診断における新しいCTとMRIの診断と臨床的有
用性に関する論文です。95人の患者に，thin-slice 
CTとdiffusion-weighted MRIを組み合わせるこ
とで，患者の病態評価と予後の決定における有用
性が明らかにされ，画像診断の進歩が実感される
内容です。
　また，2019年 5月21日（火曜日）の第95回千葉
